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2. 3. 1. 多くを話さない
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図6:階段の再現
3. 2. 2. 相手の課題を見つける
1年生の，お手伝いについて考える単元では，図8のよ
うに子どもたちが近い距離で学習活動を展開した。具体
的な活動を間近で観察することで，相手の課題を見つけ
ることができた。
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ななこ：こうやって，こうやって拭いてるの。
てるお ：しつかり拭いてるやん。
あおみ：でも，それやったら，ここの端っこの所が拭
けてないやん。
たまみ：ほんまや。
てるお ：そうやな。
あおみ： こうやって，ゴシゴシしてテーブルの端っこ
まで拭いたほうがええんやで。
図8:テー ブ）叶式きを観察する子どもたち
4. 授業の考察
2年生の子ともたちは，自分が作ったおもちゃについ
ては強い思いをもっていた。休憩時間になっても一生懸
命に工作をする様子が見られたからである。 しかし，友だ
ちのおもちゃについては，特に関心を寄せる様子がなく，
この授業を通して目を向けさせよ うと考えていた。ここ
で取り上げたおもちゃは，形状が特殊で動かしにくいも
のであった。
子どもたちは，何とかしておもちゃを動かそうと様々
に意見を出し，団扇や磁石，ゴムなどで動かそうとし，大
勢で1つの課題に関われていたと感じた。できているこ
とを共有することも大切だが， うまくいかない事例を広
げ，全員の課題とすることは，複式提案に沿った「誰かの
問いを自分の問いへ•••」が実現できたものだと考えた。
また，学び合いの場がある程度整備されていたとも感
じた。おもちゃファクトリーや多くの部品，風やゴムで動
かせるという予備知識をもち合わせた中での活動により，
子どもたちが主体的に，相手の課題に気付き，自分の考え
を出しながら学び合うことができたと考えている。
さらに，学び合いの場を子どもたちが設定するように
なったことが考えられる。相手に見せようと考え，自分た
ちが活動しやすい，話しやすい大きさのテーブルを囲ん
での活動では，型に縛られずにのびのびと自分の考えを
話し合う場になったと考えている。
1年生は，ハート型の岩の話を出させた際に子どもが
撮影してあった写真を見せたところ，反応が大きかった。
岩は持ち帰ることができないために撮影させたが，持ち
帰れないものを写真で紹介するという手法は，効果が大
きかったと考えている。「また自分でも探してみたい」「も
う公園には行かないのか」など話す子どももいた。
子どもたちは，発表を始めた段階では，相手の意見を素
通りしていたので，一旦止めてやり直させた。授業の実際
に示した他にも，生えていたキノコが，毒キノコの疑いが
あるだとか，木の葉で作る顔の話で立ち止まらせたとこ
と，盛り上がりを見せた。特に，毒キノコの話では，発言
を聞いていた子どもが「どこに生えているんですか？」と
質問をしている。自分も見付けたいという意欲につなが
った瞬間かと考えた。
2年生と同様に，少人数という特性を活かしつつ，学び
合いの場を設定することで，話し合いが密になり，深まり
が見られたと考えている。特に，テーブルを囲んでの表現
活動では，近くで見るからこそわかる気付きが多く見ら
れ，互いにアドバイスし合ったり，考え合ったりする姿が
見られた。
5 成果と課題
本研究における成果として，教師の出番を適切に設定
しておく ことで，子どもたちが課題を共有したり，話し合
いを深めたりできた。また，教師の出番を考える際，子ど
もたちのみとりを大切にしたことにより，一人一人の考
えが明確に認識できた。低学年の子どもの中には，授業で
突然考えが変わることもあるが，それを含めて生活科に
おける子どもの思いがどのように変化してきているかが
手に取るようにわかるようになった。
学び合いの場を学習机から離したことには，大きな成
果があったと考えている。話型や活動範囲に縛られるこ
となく，自由な環境の中で多様な意見が出され，相手の考
えに触れなから練り合う ことができていたからである。
課題として，学び合いの場を設定するために，教師がど
の程度関わり，どのような場を設定することが望ましい
のかが挙げられる。子どもたちの主体性にまかせること
で，学習活動に不十分だと感じることがあったり，表現活
動が充実しなかったりした。本研究では，具体物の準備ほ
とんど子どもたちに任せたが，子どもたちが触れてきた
対象を多く教室に準備することも必要だと感じる場面が
あった。また，発表のためのステージなどを準備し，相手
の視線を集中させて，意見交流をより活発にするなどの
方法も考えられ，今後の工夫が必要だと感じている。
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